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1.キオス島の修道院ネア･モこの装飾プログラム

エーゲ海の東､小アジアの海岸から遠からぬところに浮かぶキオス(ヒオス)島を訪れる日本

人は多くない｡それでも島を訪れる者は､ドラクロワの《キオス島の虐殺》 (1824年､ルーヴル

美術館)で名高い､ 1822年のオスマン･トルコによる島民虐殺の史跡に足を運ぶだろう｡美術史

の上からは､キオスは11世紀建立の修道院ネア･モ-の島である｡

ネア･モこN圭a Movr) (｢新修道院｣の意)は1042年以前に､島に暮す隠修士ニキタス､ヨア

ンニス､ヨシフによって聖母マリアに献堂され､とくにビザンティン皇帝コンスタンティノス9

世モノマコス(在位1042-55年)の庇護を得て栄えた｡内部の壁面を飾るモザイクは､ D ･ムリ

キによれば1049-55年の問に制作されたC2)｡

建築は､中期ビザンテインに一般的なギリシア十字式(内接十字式)ではなく､特異な構造で

ある｡エクソ(外)･ナルテクスは南北に半円形に張り出す形態をとり､ 3つの浅いドームを戴

く｡エソ(内)･ナルテクスの中央にもドームが設けられる｡ナオス(本堂)はほぼ正方形のプ

ランをもち､四隅だけでなく計8つのニッチ状

のスクィンチを切ってドームを支える｡東には

主副3つのアブシスが設置されている｡

主アブシスにはオランスの聖母立像(図1)

が配され､北南の副アブシスには大天使ミカエ

ルとガブリエルの半身像が置かれる｡ドームを　時

支える8つのスクィンチには時計回りに､ ｢受

胎告知｣ (北東)､ ｢降誕｣ (東)､ ｢神殿奉献｣

(南東)､ ｢洗礼｣ (南)､ ｢変容｣ (南西)､ ｢襟刑｣

(西)､ ｢十字架降架｣ (北西)､ ｢冥府降下(アナ

スタシス)｣ (北)のキリスト伝8主題が並ぶ｡

ドームにはパントクラトールのキリストが描か

れていたことが確実であるが､崩落して現在図 図1　キオス島､ネア･モニ修道院アブシス
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像は残っていない｡

ナルテクスには｢ラザロの蘇生｣ (北東)､ ｢エルサレム入城｣ (北ヴォールト南側)､ ｢洗足｣

(北ヴォ-ルト北側)､ ｢ゲツセマネの祈り/ユダの裏切｣ (南ヴォールト南側)､ ｢昇天｣ (南東)､

｢聖霊降臨｣ (南ヴォールト北側)の各主題が配されるが､これらはナオスに比べて作行きが格段

に落ち､異なる作者の手になるか､時代が下る可能性もある｡ナルテクスのドームには聖母が描

かれていた｡エクソ･ナルテクスに図像はない｡
ドデカオルトン

この時期のビザンティン美術は､十二大祭と呼ばれる12の重要なキリスト伝を軸に聖堂装飾を

行うようになった｡大局的に見れば､ネア･モこも十二大祭を中心に､いくっかの情景を加えて

堂内を飾っており､同時期の修道院オシオス･ルカスやダフニ等とも大きな違いはない｡ 8つの

スクィンチの｢磯刑｣と｢冥府降下｣の間に選ばれたのは｢十字架降架｣であるが､ 12世紀の聖

堂であればこの場に｢トレノス(聖母の嘆き/ピェタ)｣が来たかもしれない｡ビザンティン美

術が｢トレノス｣の重要性に目覚めるのは､ 12世紀半ば以降のことである｡一点注意を喚起して

おくべきは､ ｢キリスト昇天｣の配置である｡ ｢昇天｣は9世紀を境に､それまでのドームから､

ベ-マ(聖域)の天井に場を移しているC3)｡ネア･モこの｢昇天｣がドームでもベーマ天井でも

なく､ナルテクスに置かれるのは異例である｡

中期ビザンティン聖堂のアブシスは､ 9割方聖母子(坐像/立像)で占められる｡聖母子は不

可視の神の｢受肉｣を表象する主題である｡ネア･モこのようにオランスの聖母立像をアブシス

に描くのは､稀である｡ D･ムリキに従って､アブシス図像としての｢オランスの聖母｣を概観
マルティリウム

すれば､以下のようになろう(4)｡初期キリスト教の殉教者記念堂において､タイトル聖者のオラ

ンス像がアブシスを飾ることはよくあった(5)｡このヴァリエーションとして､イコノクラスム以

前から､アブシスに｢オランスの聖母｣を描くことは稀ではなかった｡イコノクラスム前のコン

スタンティノポリス､ブラケルネの聖母聖堂アブシスに同図像が描かれており､大きな影響力を

もったことを示唆する研究者もいるが､プラケルネのアブシスについては信頼できる具体的な記

述がない｡

｢オランスの聖母｣の機能についてムリキは､戦勝祈願等の寄進者の願いをドーム(-天)の

キリストに伝える｢とりなし｣であると考えた｡ 1028年の銘文をもっテサロニキ､パナギア･ハ

ルケオン(6)は葬礼的性格の強い聖堂で､その場合アブシスの｢オランスの聖母｣は､埋葬者の魂

の救済をキリストにとりなすことになる｡いずれの場合も､聖母の両手を拡げるオランスの挙措

は､天上の神キリストに対するとりなしを意味するとムリキは主張する｡私たちはこの説に反対

するものではない｡しかしムリキが見逃したもうひとつ別の読みとりをここに提案する｡

その前提として､ビザンティン聖堂装飾における｢イコンとナラティヴ｣の問題にまず触れよ

う(7)｡聖堂という三次元空間に種々の図像が配されることによって､各図像一点一点がもってい

る意味に加えて､図像間の関係性によって新たな意味が生じる｡説話的な図像がイコン(礼拝像)



アブシス装飾としての｢オランスの聖母｣ 31

的にも読まれ､またイコン的な図像に説話的な意味が生まれる場合もある｡たとえばクルビノヴォ

(マケドニア)の聖ゲオルギオス聖堂(1191年)西壁では､ ｢聖霊降臨｣､ ｢日の老いたる者のマイ

エスタス･ドミニ｣､ ｢変容｣という3図像を並べることによって､メタレヴェルで｢聖霊一父な

る神一子なるイエス･キリスト｣という｢三位一体｣の教義をも表象する(8)｡ネレヅィ(マケ

ドニア)の聖パンテレイモン修道院(1164年)は主アブシスに聖母子(逸失)､南北の副アブシ

スにそれぞれ洗礼者ヨ-ネ､聖母マリアを描くことによって､ 3アブシスのプログラムが｢デイ

シス｣となる(9)｡

ネア･モ二におけるドームのパントクラトールと､アブシスのオランスの聖母は､メタレヴェ

ルで｢キリスト昇天｣を表象するというのが私たちの解釈である｡通常のビザンティン聖堂では､

ドームのパントクラトールがキリストの神性を強調し､アブシスの聖母子がキリストの人性(受

肉)を表し､もって神の両性論を語ることになる｡しかしネア･モ二はドームとアブシスを併せ

て､すなわち聖堂空間全体をもって､キリストの昇天と再臨という終末論的なキリスト論を語る

のである｡

このような読みとりが可能であるという傍証を2点挙げる｡クレク島レティムノン近郊ミリオ

ケファラ村パナギア聖堂では､ドームのパントクラトール坐像の東側に､大天使に挟まれた聖母

が描かれている(10)｡もともとドームは｢昇天｣の場であったが､ 9世紀を境としてパントクラトー

ルにとって代わられる(ll)｡しかしパントクラトールとなっても､ ｢昇天｣の名残があり､しばし

ば｢オランスの聖母｣という｢昇天｣に由来するモティーフが附加される(12)｡ネア･モこの失わ

れたドーム図像がキリストの胸像であったか､坐像であったかは不明であるが､どちらであって

もかまわない｡パントクラトールと｢オランスの聖母｣という､ともに独立したイコン的な図像

は､組合わせられたときに観者の意識に｢昇天｣の含意を想起させることになる｡聖堂空間全体

が､ ｢昇天｣の展開する場となる｡

もう一点は､今は失われているネア･モこのベ-マ天井図像である｡ムリキは確実にここには
エティマシア

｢空の御座｣があったと言う(13)｡ ｢オランスの聖母｣とパントクラトールの間に､ ｢空の御座｣が

挿入された場合､いかなる読解が可能になるか｡ ｢オランスの聖母｣は､昇天するキリストを地

上で見送る役割を果たす｡南北副祭室の大天使ミカエルとガブリエルは､昇天を見送る聖母を護

持する機能を同時にもつ｡大天使(｢白い服を着た二人の人｣使徒言行録1:10)は語る｡ ｢ガリ

ラヤの人たち､なぜ天を見上げて立っているのか｡あなたがたから離れて天に上げられたイエス

は､天に行かれるのをあなたがたが見たのと同じ有様で､またおいでになる｣ (使徒言行録1:ll)｡

昇天するのと同じ姿でキリストは再臨する｡再臨したキリストが就く裁きの座が｢空の御座｣

である｡ ｢オランスの聖母｣とパントクラトールの間に｢空の御座｣が配されることによって､

｢昇天｣ -｢再臨｣というキリスト教的終末思想が見事に造形化された｡図像はそれぞれの意味を

もちながら､聖堂全体が壮大なキリスト論を描き出す｡
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ネア･モこのベ-マ天井に接する狭い垂直壁面には､おそらく｢デイシス｣があっただろうと

ムリキは述べる(14)｡ムリキの文脈では､ ｢オランスの聖母｣同様に､ここでも｢とりなし｣が表

されていることになる｡私たちの解釈では､ ｢空の御座｣に隣接して｢デイシス｣が置かれるプ

ログラムは実に有効である｡観者はここに｢再臨｣の意味をいっそう確実に読みとるであろう｡

同時に｢デイシス｣の起源は聖域の守護にあったとする私たちの主張(15)からも､この配置は説

明できる｡オシオス･ルカス修道院(11世紀中葉)､オフリドの聖ソフィア聖堂(11世紀中葉)

のアブシス附近に描かれた｢デイシス｣も同様である｡この｢デイシス｣の原義をもっともよく

伝える作例は､シナイ山聖エカテリニ修道院(6世紀)である｡

ネア･モこのこの洗練された装飾プログラムに､手本がなかったとは想像し難い｡皇帝コンス

タンティノス9世モノマコスの寄進を得て､おそらくコンスタンティノポリスの職人が制作した

モザイクは､首都の何らかの聖堂装飾プログラムを踏襲したものであろう｡現在のイスタンブー

ルに､ネア･モ二を想起させる作例は現存しないが､文献から9世紀の首都に､ ｢オランスの聖

母｣をアブシスに描く重要な作例が存在したことが伝わる｡コンスタンティノポリス総主教フォ

ティオス(在位858-67, 877-g年)による｢第10説教｣を見よう｡

いちばん上の天井には色鮮やかなモザイクのかけらで､人のごとき姿が描かれ､キリスト

の特性を備えている｡汝は言うだろう､彼は地上を見そなわし､秩序ある配列と統治を創り

出す｡形と色のみのこととはいえ､画家は正しく霊感を受けて､創造主の我等に対するご配

慮を描き出した｡半球の頂上に隣接するくぼんだ部分には､大勢の天使たちが､我等のとも
パナギア

に戴く主に侍するさまが描かれている｡聖域の上に立ち上がるアブシスは､聖母の御姿で輝

きわたる｡聖母は汚れなき御腕を我等がために拡げ､皇帝陛下のために敵からの無事と功名

とを勝ちとる｡ひと群れの使徒たち､殉教者たち､そう､預言者たちも､さらに総主教たち

も､聖堂全体をその姿で満たし荘厳する(16)｡

この説教はビザンティン美術史研究において､長くネア･エクリシアの献堂(880年)に際し

てのものだと考えられてきたが､ジェンキンズとマンゴによって､ビザンティン皇帝の宮廷礼拝

堂であるファロスの聖母聖堂(17)改築を記念したものだということが明らかになった(18)｡年代は

おそらく864年､皇帝ミハイル3世の寄進にかかるものである｡中世の史料から､ファロスの聖

母聖堂は小型の建築で､ナルテクスを有し､南北に副祭重を備えていたことがわかる(19)｡総主教

フォティオスの証言によれば､ドームにはキリストと天使たち､アブシスにはオランスの聖母､

その他の壁面にはさまざまな種類の聖人たちが描かれていた｡マンゴはさらに､ドームのキリス

トは胸像ではなく全身坐像であり､天使は肋骨状に分割された区画(20)に配されていたと推測し

ている(20｡
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エクフラシスの例にもれず､フォティオスの雄弁は図像の再現にははなはだもどかしい.ベ-

マの天井やナオスのヴォ-ルトには何が描かれていたのであろうか｡キリスト伝に関する記述が

説教に一切見られないところから､ 9世紀の時点でファロスの聖母聖堂には説話的な図像は施さ

れておらず､コムネノス朝時代になってキリスト伝諸場面が追加されたとマンゴは考えている(22)｡

そうであるならべーマの天井には､ ｢昇天｣が描かれていなかった｡ドームのキリスト像が半身

像であっても全身坐像でも､アブシスの｢オランスの聖母｣と併せて､そこに聖堂全体として

｢昇天-再臨｣というプログラムを読むことができる｡ただし当代最高の知識人たる総主教フォ

ティオスは､そのプログラムを理解していなかったようである｡

キオス島ネア･モこの手本がファロスの聖母聖堂であったか否か､現物の残っていない今となっ

ては議論しても詮無さことである｡しかしアブシスに｢オランスの聖母｣を描くことによって､

ドームのキリスト像と併せて､メタレヴェルで｢昇天-再臨｣を表象するプログラムが9世紀の

首都コンスタンティノポリスに存在したことは確認した｡仮にファロスの聖母聖堂がネア･モこ

の画家に手本を提供したとしても､それはフォティオスの見たままの聖堂ではなく､追加装飾を

経て堂内にさまざまなキリスト伝図像が配された聖母聖堂であっただろうO

結果から見れば､ファロスの聖母聖堂､そしてネア･モこのプログラムが中期ビザンティン聖

堂装飾の主流となることはなかった｡たとえば北ギリシアのカストリア､アギイ･アナルギリ聖

堂(1180年代)は､アブシスのコンク上部にできた小さなヴォ-ルトに｢空の御座｣を描いてい

る｡しかしコンクは｢オランスの聖母｣でなく､坐像の聖母子である(23)｡ネレヅィ(マケドニア

共和国)の聖パンテレイモン修道院(1164年)は､アブシス最下部､祭壇の背後に当たる位置に

｢空の御座｣を描いている｡アブシスのコンクはキリストのメダイヨンを胸に戴いたオランスの

聖母半身像であるが､これは16世紀の後補である｡ 12世紀のアブシス図像は不明であるが､コン

クが非常に狭いので聖母子の坐像や全身像は納まりにくい｡現在の図像がオリジナルと等しいな

ら､ここに｢オランスの聖母｣-｢空の御座｣という主題連結を見出せる｡ベーマ天井のオリジ

ナル図像は不明である｡このように部分的にネア･モ二に近い主題群が現れても､全体としてネ

ア･モこと等しいプログラムは現存しない｡

2.アブシス装飾における｢オランスの聖母｣

イコノクラスム(聖像破壊運動､聖像論争　726-843年)以降のビザンティン聖堂は､ドーム

に所謂｢パントクラトールのキリスト｣(24)､アブシスに｢聖母子｣を描くことが原則となる(25)｡

パントクラトールは天に在る神キリストを､聖母子は不可視の神の受肉という教義を表象する｡

ドームとアブシスという聖堂で最も重要な場において､不可視の神が地上に現れたこと(受肉)､

キリストには神性と人性があるということ(両性論)を語るものである｡

例外的なアブシス･プログラムとして､ ｢デイシス｣(26)､キリスト坐像(｢マイェスタス･ドミ
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ニ｣M27)等のキリスト像を中心とするものもあるが､中期　　-13世紀)以降の聖堂の9割以上

は聖母子図像で装飾された｡聖母子像を分類するなら､聖母について坐像･半身像･立像の形式

があり､キリストをどう抱くか､キリストが全身像･半身像･メダイヨンのいずれの形式をとる

か､等でさまざまな図像が生まれる｡そのうちのいくっかには｢オディギトリア｣ ｢ブラケルニ

ティッサ｣ ｢ニコピア(ニコビオス)｣ ｢プラティテラ｣などの図像学上の名称が与えられてい

る(28)｡

ネア･モこのアブシスにおける｢オランスの聖母｣(29)は､例外的なプログラムではあるが､類

例がないわけではない｡私たちの知り得た作例をリスト化する｡

アブシスにおける全身像の｢オランスの聖母｣作例

･キプロス島アモコストスAmmochostos村近郊リグァディアLeivadia､キラKyra聖堂､ 6

世紀(?)のモザイク(断片M30)

･コンスタンティノポリス､ファロスPharosの聖母聖堂､ 864年(31)

･キエフ､ ｢デスヤティナヤ(十分の-の) Desjatinnaja｣聖堂､ QォQ-C　年(32)

･テサロニキ､鋼細工師の聖母Panagia Chalkeon聖堂､ 1028年(33)

･キェ7､聖ソフィアSvjataya Sofia大聖堂､ 1043-46年(34)

･キオス島､ネア･モこ修道院主聖堂､ 1049-55年

･キエフ､ペチェルスキイPecerskij修道院｢聖母の眠り｣聖堂､ 1083-f年(35)

･キプロス島カコペトリアKakopetria村､屋根の聖ニコラオスAgios Nikolaos tis Stegis

聖堂､ 11世紀?

･キェフ近郊､大天使ミカエル聖堂､ 1108年(36)

･ノヴゴロド､聖ソフィアSvjataya Sofia大聖堂､ 1108年(37)

図2　カストリア､聖二コラオス･トゥ･　　　　図3　プリレプ､聖二コラオス聖堂アブシス

カスニヅィ聖堂アブシス
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･カストリア､聖ニコラオス･トゥ･カスニヅィ　Agios Nikolaos tou Kasnitzi聖堂(図

2 )､ 1180年代(38)

･プリレプ(マケドニア)､聖二コラオス　Sv. Nikola聖堂(図3)､ 1200年頃(39)

以上の作例(40)の多くは断片的な状態でしか残らず､プログラムの全貌を論ずることが難しい｡

キプロス島キラ聖堂は唯一初期の作であるが､聖堂全体のプログラムは復元できない｡キエフや

ノブゴロドに複数の作例が遣るのは､キエフの聖ソフィア大聖堂が発信源となったものであろう｡

聖ソフィアにおける戦勝祈願が｢効いた｣ことが大きいが､またロシアの丈の高い聖堂アブシス

に､聖母の立像がうまく納まったためでもあろう｡エーゲ海の島々の小型聖堂では､アブシスの

狭いコンクに立像の聖母を措くことはできないのである｡しかし聖ソフィアのベ-マ天井は剥落

してモザイクは現存せず､図像は不明である｡キプロス島カコペトリアの例は非常に込入った制

作段階をもち､統一的なプログラムを論じることが困難であるし､ムリキが11世紀としたアブシ

スも私たちには後期の作に思われる｡

カストリアは単廊式バシリカ構造を有し､ ｢オランスの聖母｣を配したコンクの上には｢マン

ディリオン(聖顔布)｣を中央モティーフとする｢受胎告知｣､その上には胸像形式の｢デイシス｣

が描かれた｡ドームがない建築なので､東壁頂部にパントクラトール胸像を描き､左右に聖母と

洗礼者を加えて｢デイシス｣の機能をももたせたものである｡ ｢オランスの聖母｣-｢パントクラ

トール｣-｢デイシス｣という主題の結合は､ネア･モこの場合と共通する｡西壁上部に｢昇天｣

が選ばれており､そこには構図の一部としてオランスの聖母が加えられているから､カストリア

のアブシスを｢昇天｣の一部と見ることはできない｡この聖堂では東西壁に相向かい合って｢オ

ランスの聖母｣が描かれていることになる｡

マケドニアのプリレプ､聖二コラオス聖堂では､ 1200年頃とされるアブシスにオランスの聖母

が描かれる｡アブシスを除く東壁は1298年の段階に属し､オリジナルの図像を踏襲しているかど

うか不明であるが､現状では東壁頂部に｢昇天｣が選ばれている｡つまりアブシスの｢オランス

の聖母｣直上に､ ｢昇天｣の｢オランスの聖母｣が繰返されることになる｡

中期ビザンティン聖堂のアブシス装飾における｢オランスの聖母｣を考える際のアポリアは､

所謂｢ブラケルニティッサBlachernitissaの聖母｣(41)問題である｡まず混乱を避けるために､本

稿における用語の定義を行う｡オランスの聖母の単独立像を｢オランスの聖母｣､オランスの聖

母立像の胸に幼児キリストのメダイヨンがあるものを｢ブラケルニティッサ型聖母｣と呼び分け

る｡聖母の半身像に関しては､オランスであるか否かにかかわらず胸に幼児キリストのメダイヨ

ンがあるものを｢ニコピアープラティテラNikopoia-Platytera型聖母｣と呼ぶことにする｡ ｢オ

ランスの聖母｣に｢ブラケルニティッサ｣との銘が附される場合があり､また｢オランス聖母半

身像+幼児キリスト･メダイヨン｣を｢プラティテラの聖母｣､ ｢幼児キリストのメダイヨンを抱
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えた聖母半身像｣を｢ニコピア型聖母｣と分けて呼ぶ場合もあるが､ここではそうした呼称を採

らないC42)｡

おそらく私たちに与えられた作例､文献から解決され得ない問題は､ 2点に集約されよう｡ 1.

｢オランスの聖母｣と｢ブラケルニティッサ型聖母｣の関係｡なぜ聖母の胸のところに超自然的

にキリスト･メダイヨンが｢浮遊｣しているのか｡ 2. ｢ニコピア-プラティテラ型聖母｣は

｢ブラケルニティッサ型聖母｣の下半身を省略した派生形なのか｡また聖母のオランスとメダイ

ヨンを抱える仕種に意味の違いを読むべきか｡

第一の問いに対して｡ ｢オランスの聖母｣と｢ブラケルニティッサ型聖母｣はともに､首都コ

ンスタンティノポリスのブラケルネ聖堂を飾っていた主題であり､鉛の印章やコインにしばしば

写された｡しかしエクフラシスは暖味で､両図像の前後関係(あるいは並存したのか)は不明で

ある｡ A･ウェイル-カーは｢胸のところにキリストのメダイヨンのあるオランスの聖母は､ビ

ザンティンのイメージ世界に遅れてやってきた｣と述べる(43)｡論理的には､あるいは発展史的に

は無論そうであろう｡メダイヨンが胸のところに｢浮遊｣するオランスの聖母像が先行して､後

からメダイヨンのない型が生じたとは考えられない｡ ｢オランスの聖母｣が先行し､何らかの理

由によって｢ブラケルニティッサ型聖母｣という超自然的なタイプが生まれたものに違いない｡

しかし私たちはその間の事情を知ることができない｡

皮肉なことに､近年学界に知られるようになった作例は7世紀の｢ニコピアープラティテラ型

図4　ナクソス島､パナギア･ドロシアニ

聖堂北アブシス

聖母｣である｡ ｢昇天｣という説話的な文脈以

外で､すなわち｢オランスの聖母｣単独像でこ

れより遡る作例は現存しない｡ナクソス島ハル

キChalki近郊､パナギア･ドロシアニ聖堂は三

葉形の不規則なプランをもっ聖堂であるが､北

のアブシスに｢‥コピアープラティテラ型聖母｣

を描く(図4)｡聖母は手でメダイヨンを抱え

ている(44)｡聖母の挙措を問題にしなければ､

｢ブラケルニティッサ型聖母｣図像は､イコノ

クラスム以前から普及していたことが確実であ

ろう｡

｢ブラケルニティッサ型聖母｣の起源となっ

たメディアが板絵イコンであるか､聖堂壁画で

あるか､あるいは何らかの工芸品であるのかは

不明である｡しかし聖堂壁画の文脈でこの図像

が成立する契機を考えることも可能かもしれな
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い｡アブシスのコンク周辺にインマヌエルのキ

リストのメダイヨン(ないし半身像)を配する

聖堂がいくつか見受けられるからである｡ブス

コフ(ロシア)､ミロズ修道院(1150年代"¥(45)�"

カストリア(ギリシア)､アギイ･アナルギリ

聖堂(1180年代>(46)�"カストリア､パナギア･

マヴリオティッサ修道院(13世紀初頭?)(47)､

等々｡

後期の作例ではあるが､興味深いのはオフリ

ド(マケドニア共和国)のパナギア･ペリブレ

プトス聖堂(1294/95年)である(48)｡アブシス

はオランスの聖母立像で､コンクに接する逆U

字形壁面の頂部､すなわち聖母の頭上にインマ

ヌエルのメダイヨンが描かれる(図5)｡この

ように｢オランスの聖母｣と｢インマヌエルの

メダイヨン｣の分離した作例が､何らかの理由

によって結合し､ロゴスの神秘的な受肉を表象

する｢ブラケルニティッサ型聖母｣が誕生した

のかも知れない｡

図5　オフリド､パナギア･ペリブレプトス

聖堂アブシス

ちなみにオフリドの例では､ベーマ天井に｢昇天｣､ドームにはパントクラトールの胸像を措

く｡ベ-マ天井の｢昇天｣は､この時代にはすでに定型と言ってよい｡画家(49)は､アブシスと

ドームでメタレヴェルに｢昇天｣を構成するというプログラムを理解しなかっただろうか｡アブ

シスに描かれたオランスの聖母は､この場合､ベーマ天井の｢昇天｣を見送っているとも解釈で

きるので､一概にそうは言えない｡マリアに見送られて昇天したキリストは､今は天(ドーム)

に在って地上を見下ろす｡ ｢空の御座｣がないために｢再臨｣の含意を読みとることは難しいが､

アブシスーベ-マ天井-ドームを併せて､受肉したキリストが帰天する教義を読むことは可能で

ある｡

ノヴゴロド(ロシア)近郊ネレディツァの救世主聖堂(1198年M50)もこの文脈で確認しておく｡

アブシスは｢ブラケルニティッサ型聖母｣であるが､その上部に｢インマヌエルのキリスト｣の

みならず､ ｢日の老いたる者のキリスト｣をも措く｡ドームは通常通りパントクラトールである｡

アブシス最下部の壁面には｢祭司キリスト｣を中心とする奇妙な｢デイシス｣が配されており､

これまでこの図像の意味は一切不明であった｡しかし先述のパナギア･ドロシアニ聖堂の出版に

よって､初期に遡る先行例が明らかになった｡ナクソスの作例では北のアブシス･コンクに｢ニ



図6 ナクソス島､アギオス･ゲオルギオス

ディアソリティス聖堂アブシス

コピアープラティテラ型聖母｣､その下に｢祭

司キリストのデイシス｣ (同定できない聖女を

含む)が置かれている｡ここから私たちが推測

できるのは､ ｢プラケルニティッサ型聖母｣と

｢ニコピア-プラティテラ型聖母｣が同じ意味

を担っていただろうこと､そして｢ブラケルニ

ティッサ型聖母｣と｢祭司キリストのデイシス｣

;の結合には何らかの失われた意味があっただろ

うこと､である｡

ナクソス島においては､おそらくパナギア･

ドロシアニ聖堂の図像が伝播したものであろう､

アブシスに｢ニコピアープラティテラ型聖母｣

を描く例が少なくない｡ -ルキ村のアギオス･

ゲオルギオス･ディアソリティス聖堂(11世

紀"N(51)は､アブシスに｢ニコピアープラティテ

ラ型聖母｣ (聖母はオランス)､ベ-マ天井には

｢昇天｣を描く(図6)｡ドーム図像は逸失して

いるが､パントクラトールであっただろう｡興

味深いのは｢昇天｣に聖母が描かれていないこ
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とである｡ヴォ-ルトの南北には使徒各6人､大天使各1人が配されるのみで､聖母が欠けてい

る｡ ｢昇天｣の証人たるべき聖母の役を､アブシスの聖母が兼ねているものと考えられる｡その

場合､胸の｢インマヌエル･メダイヨン｣は｢昇天｣にとって邪魔なようであるが､キリスト受

肉の初めと終わりを｢ニコピアープラティテラ型聖母｣と｢昇天｣の結合によって強調したもの

と積極的に解することも可能であろう｡そしてドームには神性の表象たるパントクラトールが君

臨する｡

かって｢昇天｣はドームを占める図像であったOドームの四分の一球形底部に聖母と二天使､

十二使徒を均等に措くことができる｡キリストは頭部を西に向けるから､聖母は東側の中軸上､

すなわちキリストの足の下に配される.しかし｢昇天｣の場がベ-マ天井のヴォールトに移ると､

聖母を中軸上に描くことができなくなる｡ヴォ-ルトの幅いっぱいにキリストの光背が置かれ､

聖母は北か南の端からキリスト昇天を見送ることになる｡構図上の左右相称性が維持できない｡

しかしアブシスの｢オランスの聖母｣を｢昇天｣にとり込むことによって､再びシンメトリーが

回復されるのである｡

キオス島から始まった旅であったが､最後に訪れるのもやはり島､キプロス島である｡トルコ
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占領下にあって日本人の正式訪問がかなわない北キプロス､トリコモTrikomo村のパナギア聖堂

を見よう(52)｡アブシスは大天使を伴わない｢ブラケルこティツサ型聖母｣で､ベ-マ天井が｢昇

天｣である｡ ｢昇天｣中の聖母の有無は､図版では確認できなかった｡ドームはパントクラトー

ルで､東側に｢空の御座｣を置き､その両側にとりなしの聖母と洗礼者を配して｢デイシス｣と

している｡アブシスからドームに至る聖堂東西軸上に､ ｢ブラケルニティッサ型聖母｣-｢昇天｣-

｢空の御座/デイシス｣-｢パントクラトール｣という主題群を並べる(53)｡ナクソス島が｢ニコピ

アープラティテラ型聖母｣のアブシスを多くもっ島である(54)なら､キプロス､とくにその北部

には｢ブラケルニティッサ型聖母｣のアブシスが頻出する(55)｡

13世紀後半以降の所謂後期ビザンティン時代には､アブシス図像として｢ニコピアープラティ

テラ型聖母｣ (多くはオランス)がおそらくもっとも頻繁に見られる(56)｡しかしそこでは､ネア･

モ二に見られたごとく聖堂空間全体を用いて｢キリストの昇天｣をメタレヴェルで演出するプロ

グラムはもはや見られない｡また｢ブラケルニティッサ型聖母｣や｢こコピアープラティテラ型

聖母｣が一義的に｢昇天｣と結合しなければならないものでもない｡ネア･モこ､そしておそら

くは首都のファロスの聖母聖堂に見られた見事なプログラムは､ビザンティン聖堂の装飾プログ

ラムの主流となることはなかったが､その余韻や発展形は多くの聖堂に認められるのである｡

注

(1)本稿におけるネア･モこのプログラム解釈は辻による｡益田は辻との議論を経て､比較作例を選定し､執

筆した｡益田はこれまでに同じ副題をもつ以下の連作論文を発表してきた｡ ｢デイシス図像の起源と発展(Ⅰ)

(Ⅱ)｣ 『女子美術大学紀要』 26 (1996)′ pp.1-18; 27 (1997)′ pp.1-20 ; ｢キリスト･パントクラトールのコンテ

クスト｣ 『早稲田大学大学院文学研究科紀要』 48-3 (2003)′ pp.39-54 I ｢アギイ･アナルギリ聖堂(カストリ

ア)東壁面のプログラム｣ 『美術史研究』 41 (2003)′ pp.65-80.また以下の益田論文も､本稿と密接に関わっ

ている｡ ｢ビザンティン聖堂装飾における『生と死』｣;｢ウビシ修道院(グルジア)の装飾プログラム｣林雅

彦編『｢生と死｣の東西文化史』法蔵閣近刊｡

(2)ネア･モこの建築についてはCh.Bouras′ Nea Moni on Chios: History and Architecture, Athens 1982が､

モザイクについてはD.Mouriki′ The Mosaics of Nea Moni on Chios,′ Athens 1985が決定版の研究である｡

(3)辻佐保子｢ビザンティン美術の表象世界｣ (『ビザンティン美術の表象世界』岩波書店1993年) 22頁｡

ビザンティン聖堂におけるドーム図像のカタログは以下を参照｡ NXi0人圭<;, O fiv^avTivdg ipovXkoc, kuZ TO

eiKOVoypcupiKO too npoYpa}i}ia.′ Athens 1990.

( 4 ) Mouriki, Nea Moni, pp.107-109.

(5) A.Grabar′ Martyrium′ Paris 1943-46′ pp.292-96.現存する作例としてはラヴェンナのサンタポリナーレ･

イン･クラッセ聖堂等｡ a. Ch.Ihm′ Die Programme der christlichen Apsismalerei. 4.-8. Jahrhundert, Stuttgart

1992 (1960)′ pis. XXVI′ 2′3･

( 6 ) K.Papadopoulos′ Die l鳩ndmalereien des XI. Jahrhunderts in der Kirche IIANAriA TON XAAKEQN in

Thessaloniki, Graz / Koln 1966.

(7)リングポムによって提起された問題は､キリスト受難図像を軸にベルティンクに受継がれた　S.Ringbom,′

Icon to Narrative. The Rise of the Dramatic Close-Up in Fifteenth-Century Devotional Painting, Doornspijk

19842 ; H.Belting,′ Das Bild und sein Publikum im Mittelalter. Form und Funktion frilher Bildtafeln der Passion′
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Berlin 1981.

(8)益田｢ビザンティン聖堂装飾における『生と死』｣林雅彦編『｢生と死｣の東西文化史』所収(近刊)0

(9)益田｢デイシス図像の起源と発展(Ⅱ)｣ p.14.

(10)益田｢パントクラトールのコンテクスト｣p.47.

(ll)　世紀までの昇天図像の集大成として､以下参照｡ NJkio大畠<j, H Avakt¥甲Zg TOD XpiOTOd flAoei rcov ¥iv>]]ieiav

T7/S A xiAi｣rr]pwoァ, diss., Athens 1981.

(12)益田｢パントクラトールのコンテクスト｣pp.47f‥

(13) Mouriki, op.cit, p.109.

(14) Loc.cit.

(15)益田｢デイシス図像の起源と発展(Ⅱ)｣ pp.5ff..

(16) Laourdas′ Ooriov OjdiXtai, Thessaloniki 1959′ p.102; C. Mango′ The Homilies of Photius Patriarch of

Constantinople, Harvard University 1958′ pp.187f.; C.Mango′ The Art of the Byzantine Empire 312- 1453′

Englewood Cliffs, NJ. 1972 (rep. 1986), pp.185f..

(17) Pharosの聖母聖堂については以下参照J.Ebersolt, Le grand palais de Constantinople, Paris 1910′ pp.104-9;

R.Janin, La geogγaphie ecdesiastique de Vempire byzantin. ler partie: he siege de Constantinople et le patγiarcat

oecumenique. Tome M, Le eglises et les monast占res′ Paris 19692′ pp.232-6.
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